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「かわさきプラスチック循環プロジェクト」設立!! 
チームかわさき みんなでチャレンジ プラ循環 

〜 川崎モデルの３つの環 〜 
 

プラスチック資源循環に向けては、市民、事業者、行政のあらゆる主体が積極的に取り組むこ

とが重要であり、本市における更なるプラスチック資源循環を目指すプラットホームとして、こ

のたび、「かわさきプラスチック循環プロジェクト」（かわプラ）を設立しました。 

本プロジェクトでは、市民、事業者、行政が実施している様々なプラスチック資源循環や拠点

回収などの取組を連携して推進し、更なるプラスチック資源循環に向けた行動変容を促進すると

ともに、新たな取組を企画・展開するプラットホームを構築することを目的としています。 

●ペットボトルのマテリアルリサイクル※1とケミカルリサイクル※2によるボトルtoボトルの取

組を市域内で実施しているのは全国で川崎市のみ 
 
※１ マテリアルリサイクルとはプラスチックを異物と選別し、洗浄することで素材のまま製品の原料として再生利用

するリサイクル技術です。 
※２ ケミカルリサイクルとはプラスチックを化学的に分解し、製品の原料として再生利用するリサイクル技術です。 

 

 

１ 事業内容 

(1) 川崎市をフィールドに市民・事業者・行政の協働による 

プラスチック循環や拠点回収の取組の実施 

(2) 上記取組に関する情報収集と発信及びニーズ、シーズの 

把握と取組の実施支援 

(3) その他、かわプラの目的を達成するために必要な取組 

 

 

 

～ 具体的な展開 ～ 

・水平リサイクルの取組について、市内リサイクラーの活用が見込めるペットボトルから 

先行的に取り組む（マテリアルリサイクル・ケミカルリサイクル） 

・その他のプラスチック（プラスチック製容器包装、製品プラスチックなど）の循環プロ 

ジェクトの検討、調整を実施 

 
 
 
 
 



２ 構成メンバーと役割 

 【リサイクル事業者】（市内企業） 

 
【役割】 

市内で回収されたペットボトルの水平リサイクル 

工場見学、出前授業などの環境教育の取組 など 

Ｊ＆Ｔ環境株式会社 

 

Ｊ＆Ｔ環境グループは、使用済みペットボトルリサイ

クルの一翼を担い、川崎市内のプラスチック資源循環

に貢献します。 

また、最新の技術で多様なプラスチックごみのリサイ

クルにも積極的に取り組みます。 

ペットリファインテクノロジー株式会社 

 

ペットボトルの国内完全循環を目指す中、当社独自の

ケミカルリサイクル技術をもって、社を構える川崎市

への地域社会に貢献します。 

 

【製造事業者】 

 
【役割】 

リサイクルペットボトルの利用促進、普及啓発 など 

アサヒ飲料株式会社 

 

アサヒ飲料は、2030年までに、ペットボトルを100%環

境配慮した素材に切り替えることを目指し、ボトルか

らボトルへのリサイクルを推進します。 

サントリーホールディングス株式会社 

 

サントリーグループは、2030 年までに、グローバルで

利用するすべてのペットボトルを、リサイクル素材あ

るいは植物由来素材 100%に切り替え、新たな化石由来

原料の使用ゼロの実現を目指します。 

 

【小売事業者】 

 
【役割】 

ペットボトルの拠点回収、ごみ排出抑制の取組 

リサイクルペットボトル飲料の販売、普及啓発 など 

株式会社イトーヨーカ堂 

 

イトーヨーカドーとセブン‐イレブンは、店舗に  

おけるペットボトル回収をお客様参加型の取組として

位置付け、エシカルな行為としてポイントを付与して

います。お客様から回収したペットボトルは100％リサ

イクルし、ボトルtoボトルを中心に、一部をプライベ

ートブランドに活用しています。 

株式会社セブン‐イレブン・ジャパン 

 

 
（問合せ先） 

川崎市環境局廃棄物政策担当 北川 

電 話 ０４４－２００－２５５７ 
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